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1. はじめに 

空間を示す格助詞「に」と「で」は日本語学習者にとって習得の難しい項目であるとされる。

本稿では母語に日本語と類似した各体系をもつ韓国語母語話者と、母語で介詞“在”や語順によっ

て空間を指示する中国語母語話者、母語で複数の空間前置詞を使い分ける英語母語話者を対象に

「に」と「で」を含む文の文法性判断テストを行い、学習者の助詞の正誤判断の傾向に現われる

母語の影響を考察する。 

 

2. 先行研究 

久保田(1994): 英語を母語とする初級学習者を対象に縦断的習得研究を行った結果、両学習者に

共通して、場所を表す用法の「に」と「で」の機能混同の中で、「に」を過剰一般化する傾

向が見られた。 

迫田(2001): 中級レベルの中国語話者、韓国語話者、その他外国語母語話者に対し助詞の穴埋め

テストを行った結果、場所を示す「に」と「で」の使い分けには母語の影響はほとんど見ら

れなかった。また、学習者が 「位置を示す名詞（例：中・前）＋に」、「地名・建物を示す

名詞（例：東京・食堂）＋で」の組み合わせで助詞を選択する（「名詞＋助詞」の「ユニッ

ト形成」）傾向が見られた。 

岩崎(2001): 米国在住の英語話者を対象に内省インタビューを行った結果、特に初級の学習者に

「に」の過剰使用の傾向や、「名詞＋助詞」のユニット形成の傾向が見られた。学習者が「に」

=in,on,towards、「で」=at,with,by のように英訳に依存している可能性を指摘。 

増田(2004): 米国在住の英語話者に対して日本語対面テスト、助詞の穴埋めテスト、 内省インタ

ビューを行った結果、初級後半から中級レベルの学生にユニット形成ストラテジーを使用す

る傾向が見られた。「に」=in,to、「で」=at と直訳式に記憶している学習者もいた。 

蓮池(2006): 韓国語、英語、中国語を母語とする学習者グループに助詞選択テストを実施した結

果、「学習困難度階層」(Stockwell 他, 1965)からの仮説どおり、母語で複数の前置詞を使い分

ける英語話者は中国語話者に比べ習得上有利であること、韓国語母語話者は正の転移により

他の 2 グループおり習得が進んでいるなどの可能性が示唆された。 
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3. 方法 

3.1 被験者 

表 1 被験者のグループ分け 

グループ名 L1 日本語能力 人数 

HK 韓国語 上位 16 

LK 韓国語 下位 16 

HC 中国語 上位 16 

LC 中国語 下位 16 

HE 英語 上位 15 

LE 英語 下位 18 

 

3.2 調査方法 

・調査は以下の手順で実施した。本稿では 5)の助詞の文法性判断テストの結果を述べる。 

1) 学習背景アンケート → 2) SPOT → 3) 絵を描写する筆記形式のタスク →  

4) 助詞の穴埋め式選択テスト → 5) 助詞の文法性判断テスト  

・計 42 問の問題文（格助詞「に」の正用、誤用が各 8 問、「で」の正用、誤用が各 8 問、ダミー

として格助詞「が」の正用、誤用が各 3 問、「を」の正用、誤用が各 2 問）について、下線で

示した助詞が正しいか否かを○か×かで答える。答が×の場合は正しいと思う助詞を記入する。  

・「に」と「で」の正用、誤用の問題計 32 問は、被験者が解答する際に名詞の種類に影響される

可能性を検証するために、助詞の直前に来る名詞は位置を示すものとそれ以外のものの二種類

を用意し、名詞以外の部分は全く同じ文のペアを正用、誤用ともに 8 組ずつ使用した。 

 
4. 結果 

4.1 正答数         

・「に」の正用（図 1）： 日本語能力の上位群が下位群よりも高く、母語による差はない（ただ

し、全体的に高得点）。 

・「で」の正用（図 2）： 韓国語話者の正答数が中国語話者より有意に高く、日本語能力の間に

は有意差がない。 

・「に」の誤用（図 3）： 母語と日本語能力のどちらも有意差がない（ただし、韓国語話者の正

答数が最も高い）。 

・「で」の誤用（図 4）： 日本語能力の上位群が下位群よりも高く、母語による差はない。 

 

→中国語話者に「に」の使用を過剰に容認する傾向が見られ、韓国語話者にはその傾向が見られ

ない。英語話者は両者の中間に位置する。 
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  韓国語母語話者  中国語母語話者   英語母語話者 

図1　「に」の正用の正答数
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図2　「で」の正用の正答数
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図3　「に」の誤用の正答数
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図4　「で」の誤用の正答数
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4.2  名詞の種類別正答数 

 

表 2 名詞の種類別正答数（正用）         表 3 名詞の種類別正答数（誤用） 

 位置の名詞 その他の名詞 位置の名詞 その他の名詞

  に で に で に で に で

HK 3.94  3.94  3.88 3.94 HK 3.81 3.81  3.94  3.69 
(n=16) (0.25)  (0.25)  (0.34) (0.25) (n=16) (0.40) (0.40)  (0.25)  (0.48)

LK 3.69  3.88  3.50 3.81 LK 3.19 3.44  3.63  3.25 
(n=16) (0.60)  (0.34)  (0.97) (0.54) (n=16) (1.05) (0.89)  (0.62)  (1.00)

HC 3.94  3.44  4.00 3.50 HC 3.25 3.81  3.38  3.50 
(n=16) (0.25)  (0.63)  (0.00) (0.73) (n=16) (0.77) (0.40)  (0.96)  (0.73)

LC 3.69  3.44  3.38 3.19 LC 2.81 3.63  2.94  3.25 
(n=16) (0.60)  (0.73)  (0.72) (1.11) (n=16) (1.17) (0.62)  (1.00)  (0.77)

HE 3.93  3.33  3.73 3.87 HE 3.13 4.00  3.67  3.60 
(n=15) (0.26)  (1.18)  (0.59) (0.52) (n=15) (1.36) (0.00)  (0.62)  (0.51)

LE 3.94  3.33  3.83 3.61 LE 2.83 3.72  3.22  3.61 
(n=18) (0.24)  (0.97)  (0.38) (0.85) (n=18) (1.38) (0.46)  (1.26)  (0.70)

 

・正用の正答数： 韓国語話者は助詞要因、名詞要因ともに有意な差がない。中国語話者は助詞

要因のみが有意で名詞の種類にかかわらず「に」の正答数が「で」の正答数よ

り有意に高い。英語話者は助詞要因及び助詞×名詞の交互作用が有意。 
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・誤用の正答数： 韓国語話者は助詞要因、名詞要因ともに有意な差がない。中国語話者は助詞

要因のみが有意で名詞の種類にかかわらず「で」の正答数が「に」の正答数よ

り有意に高い。英語話者は助詞要因及び助詞×名詞の交互作用が有意。 

 

→韓国語話者の解答が位置の名詞の存在に影響を受けているとは考えにくい。 

→中国語話者は正用、誤用ともに名詞の種類にかかわらず特定の助詞の正答数（正用では「に」、

誤用では「で」）が有意に高く、「に」の使用を過剰に容認する傾向が現われている。 

→英語話者には「名詞＋助詞」のユニット形成の傾向が現われている。被験者が英語の前置詞

on や in と助詞「に」との間に類似性を認めていることが影響している可能性が考えられる。 

 

5. おわりに 

本稿では学習者の母語における空間表現の違いが日本語の空間表現の正誤判断に直接、あるい

は間接的に影響を及ぼす可能性が示された。この結果は同じ被験者に助詞選択テストを実施した

蓮池(2006)と共通の傾向を示しており、限られた条件の中で助詞を選択する場面と直観的な文法

性判断が求められる場面とでは学習者が類似した傾向を示す可能性が示されたといえる。 

 

付記：本稿は博士学位論文(蓮池, 2008)の一部に加筆修正を行ったものである。 
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